日本大学探検部
～僕の私の探検論・冒険論2010～

Q1．部則はありますか？
はい／いいえ


Q2．部員は部則を把握する機会がありますか？(具体的に)
特に設けていないです。基本的なことは把握しているつもりですが、細かい点は把握しきれていないような気がします。最近では通常の例会や合宿の流れの中で個々が学習していく事を念頭に置いていますが、一度、部則について話し合う機会を設け情報を共有することが大切なのかもしれません。



Q3．緊急時の対策として何をしていますか？
　日本大学では昨年、緊急時の対応として従来のレスキュー体制の問題点を洗い出し、議論を重ね、今の探検部に見合うレスキュー体制を再度作り変えました。また、その過程で、レスキュー体制の重要性を再度認識できたと思います。また、都内の消防署で行われる上級救命医療講習を毎年部員全員が参加することによって有事においてのスキルを学んでいます。



Q4．日本大学探検部が目指す探検とは。
これといって部全体で目指しているものはありません。個人的な主張なのですが、目指しているものが一人一人違ってもいいと思います。部全体がその人の考えを尊重し、時には話し合い、その人の持てる力を最大限に発揮できる環境づくりが結果的にお互いを刺激しあい、部の士気を高めていくものと考えます。




Q5．現部員が目指す探検とは。(個人個人でどうぞ。人数分書いていいよ。)
　　　・探検部とは、探検とは何かを考えること
　　　・リクリエーション
　　　　・個人活動ではなく、複数の人が集まり、その力が同じ方向に向かうことで達成し
えるような組織らしい探検
　　　・自己の求究
Q6．今一番興味のある活動
　　・ラフティング　　　・リバーツーリング
　　・自転車　　　　　　・歩き合宿
　　・登山(夏、冬)　　　 ・ボルダリング
　　・廃墟　　　　　　　・アイスクライミング
　　・チュパカプラ探索　　　　　　　　　　　　　　　　　　　etc…


Q7．日本大学探検部の代表的な歴代の活動といえば。
・タクラマカン沙漠縦断（2006）[中華人民共和国ウイグル自治区　タクラマカン沙漠]
・遥かなる過去へ～遺跡探査・偵察編～（2005）[中華人民共和国　上海、新彊ウイグル自治区　ウルムチ
　ガジュガル]
　　　・ＨＯＲＩＺＯＮ<オストラリア自転車縦走>(2007)[オーストラリア西海岸]
　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　etc…
Q8．部が連盟に加盟している目的は何ですか？
     　　　　　　他大学の活動を知ることにより、良い刺激をいただいたり、参考になったりすると
　考えるからです。



Q9．なぜ探検部に入ったのですか？(個人個人でどうぞ。人数分書いていいよ。)
　　　・自分のしたい事を叶えてくれそうだったから
　　　・真面目に活動してそうだったから
　　　・拉致されて
　　　・探検という言葉の響き
　　　・世界観をかえたいから

Q10．今後の探検部について。(理想、予想、今の探検部に思うこと、何でも可)
　　とにかく、何か夢中になってそれに向かってがむしゃらに走り続ける事が出来る場であり、それを分かち合える仲間がいる場であってほしいと思います。




